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県
民
の
健
康
増
進
及
び
食
習
慣

の
改
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
「
食
と
健
康
展
」・「
お
弁
当
コ

ン
テ
ス
ト
」
を
昨
年
十
一
月
三
日

（
水
）
に
イ
オ
ン
モ
ー
ル
草
津
セ

ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ト
に
て
開
催
し
、

延
べ
5
7
5
名
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
昨
年
と
同
様
に
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
て

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
ス
テ
ー

ジ
で
は
モ
ニ
タ
ー
を
利
用
し
、
滋

賀
県
栄
養
士
会
・
職
域
事
業
部
の

紹
介
を
致
し
ま
し
た
。
職
域
事
業

部
の
紹
介
は
音
声
を
入
れ
て
、
ご

来
場
い
た
だ
い
た
方
々
に
わ
か
り

や
す
く
関
心
を
引
く
よ
う
に
し
ま

し
た
。
他
の
事
業
実
施
内
容
と
し

ま
し
て
は
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
と
展

示
を
行
い
ま
し
た
。

●
血
圧
測
定

　
男
性
十
四
名
　
女
性
二
七
名
　

子
供
一
名
　
延
べ
四
二
名
実
施

●
貧
血
検
査

　
男
性
十
二
名
　
女
性
五
三
名
　

子
供
二
名
　
延
べ
六
七
名
実
施

　
※
栄
養
相
談
は
感
染
リ
ス
ク
を

考
慮
し
今
年
は
行
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。

　
展
示
内
容
は
、
災
害
時
に
備
え

る
備
蓄
品
・
災
害
時
の
食
事
と
災

害
支
援
J
D
A－

D
A
T
の
紹
介
、

予
防
め
し
レ
シ
ピ
は
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
や
日
本
栄
養
士
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
掲
示
を
し
ま
し
た
。
食

育
は
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
、
お

箸
の
持
ち
方
　
食
育
ク
イ
ズ
な
ど

展
示
し
、
滋
賀
県
栄
養
士
会
の
各

事
業
部
の
活
動
を
紹
介
し
、
生
活

習
慣
病
予
防
資
料
な
ど
を
掲
示
し

ま
し
た
。

　
制
約
の
あ
る
中
で
の
開
催
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年
の
経
験
が

生
か
さ
れ
よ
り
良
い
内
容
と
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

来
年
こ
そ
は
例
年
通
り
の
内
容
で

開
催
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
今
年
度
の
お
弁
当
コ
ン
テ
ス

ト
は
、「
表
彰
式
は
で
き
な
く
な

る
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
、
展

示
し
て
県
民
の
皆
様
に
お
披
露

目
は
で
き
る
で
し
ょ
う
か
ら
。」

と
申
し
合
わ
せ
て
募
集
を
始
め

ま
し
た
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
、

一
昨
年
を
超
え
る
六
四
一
点
の

ご
応
募
を
い
た
だ
き
、
お
弁
当

コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ご
応
募
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
様
と
ご
指
導
い

た
だ
き
ま
し
た
先
生
方
に
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
の
テ
ー
マ
は
、

「
米
と
野
菜
た
っ
ぷ
り
！
滋
賀
Ｐ

Ｒ
弁
当
」。近
年
よ
り
継
続
し
て
、

地
場
産
物
・
滋
賀
県
ら
し
さ
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
テ
ー
マ
に
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
審
査

に
つ
き
ま
し
て
は
、
審
査
員
に

よ
る
一
次
審
査
、
二
次
審
査
を

行
い
、
最
優
秀
賞
一
点
、
優
秀

賞
二
点
、
優
良
賞
三
点
、
イ
オ

ン
賞
一
点
を
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
一
次
審
査
を
通
過
さ
れ

た
九
二
点
の
作
品
を
対
象
に
、

当
日
に
来
場
さ
れ
た
方
々
の
投

票
に
よ
る
当
日
審
査
を
実
施
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
結
果
か

ら
、「
お
い
し
が
賞
」
と
「
う
れ

し
が
賞
」
各
五
点
を
決
定
し
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
ご
家
族
や
ご
友
人

と
応
募
作
品
を
じ
っ
く
り
ご
覧

に
な
る
方
も
お
ら
れ
、
コ
ロ
ナ

禍
で
お
弁
当
が
よ
り
身
近
な
も

の
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
の
お
弁
当
コ
ン
テ
ス
ト
は

十
一
回
目
の
開
催
と
聞
い
て
い

ま
す
。
今
年
度
も
コ
ン
テ
ス
ト

が
継
続
で
き
、
県
民
の
皆
様
に

ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
ご
準
備

い
た
だ
き
ま
し
た
す
べ
て
の
皆

様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

田
川

　麗
子

野
口

　称
子

＊
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー

＊
展
示
コ
ー
ナ
ー

食食食
とととと
健
康
展

健
康
展

健
康
展

健
康
展

食
と
健
康
展

おおおおおおお
弁
当
コ
ン
テ
ス
ト

お
弁
当
コ
ン
テ
ス
ト



近江ぎゅ～ぎゅ～弁当
德田　青泉 さん
（滋賀短期大学附属高等学校）

手作り夏野菜弁当
壽　希乃香 さん
（綾羽高等学校）

　地元野菜等を使って素材の味を大切にしま
した。また、今年の初物の水口かんぴょうを
使ってかんぴょう巻きにしました。季節が夏
なので、傷みにくいようにと、あっさりと食
べやすいようにお酢を使いました。また、力
仕事なので、たっぷり近江牛を使いました。

【講評】　力仕事をするお父さんが食べやすいように考えて作った夏のお弁当。初物の水口かんぴょ
うを巻いた一口大の細巻きは食欲のない時でもパクパク食べられそう。また、地元の野菜等はトマ
トのマリネ、杉谷なすとししとうの揚げびたし、近江牛と赤こんにゃくの炒め物など、素材の味を
大切にした短時間で簡単に作れるおかずに仕上げました。夏の季節を考え傷みにくくあっさり食べ
やすいようにと酢を使うなど衛生面での配慮もばっちり。彩りよし、バランスよし、お父さんの健
康によしの素敵なお弁当は審査員の高評価を得ました。

【講評】　祖母が家庭菜園で育てた野菜をふんだんに
使った祖母のために作ったお弁当。杉谷とうがらし
のじゃこ炒め、小鮎の南蛮漬けなどカルシウムがと
れ骨粗しょう症予防にもなる祖母の健康を考えた
品々。いろいろな栄養素をとれるようにと品数を多
く彩りゆたかなのに、電子レンジを活用して短時間
で作れる工夫が高評価を得ました。

アピールポ
イント

最優秀賞

優秀賞

優秀賞 元気いっぱい彩り弁当
横川　春佳 さん
（滋賀県立大学）

【講評】　部活動に励む中学生・高校生のために作ったお弁当。
身体づくりに必要なたんぱく質を多く含む鳥胸肉、卵、大豆、
骨を強くするカルシウムを多く含むスジエビ、骨にカルシウム
が取り込まれるのを促すビタミンKを多く含むほうれん草を使
用したお弁当は、理にかなっているだけでなく、彩りがきれい
な点が高評価を得ました。

手作り夏野菜弁当

お父さん応援弁当 お母さん いつもありがとう
の好物弁当

滋賀ヘルシー弁当 湖国の味詰め合わせ

竹内　詩音 さん
（龍谷大学付属平安高校）

福山　夏生 さん
（龍谷大学）

中嶋 紫音 さん（滋賀県立水口東中学校）

今井　百恵 さん
（滋賀短期大学）

【講評】　栄養の偏り
がちなお父さんに、
不足しがちな栄養素
がしっかり摂れるよ
うにと作られたお弁
当。雑穀を入れ枝豆
をトッピングしたご
はん、かぼちゃ塩糀味、小松菜のお浸し、あらめを
入れた卵焼きなどでカルシウム、鉄、食物繊維がと
れますね。滋賀県産の美味しい食材を品数多く彩り
よく使っている点が評価されました。

【講評】　お母さんに
日頃の感謝を込めて
作った、滋賀県産の
食材をたっぷり使っ
たおいしそうなお弁
当。食品ロスを少な
くするために、炊き
込みご飯で使った大
根の皮を漬物にしたり、あまったツナ缶を水菜とき
のこのごま油炒めに入れたりした工夫は高評価。お
母さんが美味しく食べてくれてよかったですね。

【講評】　野菜を摂取基
準量取れていない日が
多かったために、野菜
をいっぱいとれるよう
にと家族のために作っ
たお弁当。コリンキー
のソテー、ビーツのき
んぴら、ずいきとサラ
ダチキンのサラダ、丁字麩ときゅうりのからしあえ、
あわび茸のソテーなどさまざまな野菜やきのこをセ
ンスよく仕上げた点が評価されました。

【講評】　ふるさとか
ら離れて暮らすお母
さんに懐かしいなと
思ってもらえるよう
にと作られたお弁
当。舞茸エビ豆ごは
んのエビの赤、枝豆
の緑、卵焼きの黄色が鮮やかに目に飛び込んできま
す。なすの肉巻き、赤こんにゃくの炊いたの、水菜
と人参のサラダなど滋賀県産の野菜を彩り鮮やかに
使った点が評価されました。

優良賞 優良賞

優良賞イオン賞

　「お弁当コンテスト2021年」には多くの方から作品をご応募
いただき有難うございました。やさしい祖母、忙しいお父さん、
がんばるお母さん、残業続きのお姉さん、部活で忙しい弟、妹
の健康を気づかったお弁当は、人を思う気持ちがあふれていて、
すべて表彰したいくらい素晴らしいお弁当ばかりでした。コロ
ナ禍で人と人のつながりが希薄化する中、心温まるつながりを
感じました。
　お弁当コンテストのテーマは、「～米と野菜たっぷり！滋賀
PR弁当～」。滋賀の主要農産物のひとつである米を主食とし、
健全な食生活のために1日に必要な野菜の目標摂取量の350ｇ
の1/3弱である100ｇ以上の野菜を使用し、しかも1時間程度
で作れるお弁当。
　赤こんにゃく、杉谷とうがらし、下田なす、多賀にんじん、
赤こんにゃく、水口かんぴょう、日野菜の漬物、近江牛、近江鶏、小鮎など滋賀県産の食材を簡単に彩りよく仕
上げたお弁当は見るだけで審査員をわくわくさせてくれました。これをきっかけに、若い世代が滋賀県の特産品
を使って、栄養バランスのよい料理を作っていただければ嬉しく思います。また、人を思うやさしい気持ちをい
つまでも忘れないでほしいと願っています。

総　　評

龍谷大学　中村富予

《おいしが賞》
　小寺　美咲 さん（大津高等学校）
　澤田　詩織 さん（大津高等学校）
　岩本　憧子 さん（大津高等学校）
　東野　祥穂 さん（滋賀短期大学）
　荒木　　舞 さん（龍谷大学）

《うれしが賞》
　小川　由衣 さん（水口東中学校）
　古川　鈴海 さん（草津高等学校）
　山本　風花 さん（大津高等学校）
　髙木　　杏 さん（滋賀短期大学）
　松山紗奈恵 さん（龍谷大学）
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近江ぎゅ～ぎゅ～弁当
德田　青泉 さん
（滋賀短期大学附属高等学校）

手作り夏野菜弁当
壽　希乃香 さん
（綾羽高等学校）

　地元野菜等を使って素材の味を大切にしま
した。また、今年の初物の水口かんぴょうを
使ってかんぴょう巻きにしました。季節が夏
なので、傷みにくいようにと、あっさりと食
べやすいようにお酢を使いました。また、力
仕事なので、たっぷり近江牛を使いました。

【講評】　力仕事をするお父さんが食べやすいように考えて作った夏のお弁当。初物の水口かんぴょ
うを巻いた一口大の細巻きは食欲のない時でもパクパク食べられそう。また、地元の野菜等はトマ
トのマリネ、杉谷なすとししとうの揚げびたし、近江牛と赤こんにゃくの炒め物など、素材の味を
大切にした短時間で簡単に作れるおかずに仕上げました。夏の季節を考え傷みにくくあっさり食べ
やすいようにと酢を使うなど衛生面での配慮もばっちり。彩りよし、バランスよし、お父さんの健
康によしの素敵なお弁当は審査員の高評価を得ました。

【講評】　祖母が家庭菜園で育てた野菜をふんだんに
使った祖母のために作ったお弁当。杉谷とうがらし
のじゃこ炒め、小鮎の南蛮漬けなどカルシウムがと
れ骨粗しょう症予防にもなる祖母の健康を考えた
品々。いろいろな栄養素をとれるようにと品数を多
く彩りゆたかなのに、電子レンジを活用して短時間
で作れる工夫が高評価を得ました。

アピールポ
イント

最優秀賞

優秀賞

優秀賞 元気いっぱい彩り弁当
横川　春佳 さん
（滋賀県立大学）

【講評】　部活動に励む中学生・高校生のために作ったお弁当。
身体づくりに必要なたんぱく質を多く含む鳥胸肉、卵、大豆、
骨を強くするカルシウムを多く含むスジエビ、骨にカルシウム
が取り込まれるのを促すビタミンKを多く含むほうれん草を使
用したお弁当は、理にかなっているだけでなく、彩りがきれい
な点が高評価を得ました。

お父さん応援弁当 お母さん いつもありがとう
の好物弁当

滋賀ヘルシー弁当 湖国の味詰め合わせ

竹内　詩音 さん
（龍谷大学付属平安高校）

福山　夏生 さん
（龍谷大学）

中嶋 紫音 さん（滋賀県立水口東中学校）

今井　百恵 さん
（滋賀短期大学）

【講評】　栄養の偏り
がちなお父さんに、
不足しがちな栄養素
がしっかり摂れるよ
うにと作られたお弁
当。雑穀を入れ枝豆
をトッピングしたご
はん、かぼちゃ塩糀味、小松菜のお浸し、あらめを
入れた卵焼きなどでカルシウム、鉄、食物繊維がと
れますね。滋賀県産の美味しい食材を品数多く彩り
よく使っている点が評価されました。

【講評】　お母さんに
日頃の感謝を込めて
作った、滋賀県産の
食材をたっぷり使っ
たおいしそうなお弁
当。食品ロスを少な
くするために、炊き
込みご飯で使った大
根の皮を漬物にしたり、あまったツナ缶を水菜とき
のこのごま油炒めに入れたりした工夫は高評価。お
母さんが美味しく食べてくれてよかったですね。
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準量取れていない日が
多かったために、野菜
をいっぱいとれるよう
にと家族のために作っ
たお弁当。コリンキー
のソテー、ビーツのき
んぴら、ずいきとサラ
ダチキンのサラダ、丁字麩ときゅうりのからしあえ、
あわび茸のソテーなどさまざまな野菜やきのこをセ
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ら離れて暮らすお母
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思ってもらえるよう
にと作られたお弁
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の1/3弱である100ｇ以上の野菜を使用し、しかも1時間程度
で作れるお弁当。
　赤こんにゃく、杉谷とうがらし、下田なす、多賀にんじん、
赤こんにゃく、水口かんぴょう、日野菜の漬物、近江牛、近江鶏、小鮎など滋賀県産の食材を簡単に彩りよく仕
上げたお弁当は見るだけで審査員をわくわくさせてくれました。これをきっかけに、若い世代が滋賀県の特産品
を使って、栄養バランスのよい料理を作っていただければ嬉しく思います。また、人を思うやさしい気持ちをい
つまでも忘れないでほしいと願っています。

総　　評

龍谷大学　中村富予

《おいしが賞》
　小寺　美咲 さん（大津高等学校）
　澤田　詩織 さん（大津高等学校）
　岩本　憧子 さん（大津高等学校）
　東野　祥穂 さん（滋賀短期大学）
　荒木　　舞 さん（龍谷大学）

《うれしが賞》
　小川　由衣 さん（水口東中学校）
　古川　鈴海 さん（草津高等学校）
　山本　風花 さん（大津高等学校）
　髙木　　杏 さん（滋賀短期大学）
　松山紗奈恵 さん（龍谷大学）
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公
益
社
団
法
人
滋
賀
県
栄
養
士
会

　
　
　
　
　
　会
長

　澤
谷

　久
枝

あ
い
さ
つ

　
2
0
2
2
年
は
、壬
寅
年
。「
新
し
く
立
ち
上
が
る
こ
と
」や「
生

ま
れ
た
も
の
が
成
長
す
る
こ
と
」
と
い
っ
た
縁
起
の
良
い
年
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
運
に
肖
り
、
皆
さ
ま
に
と
っ
て
飛

躍
の
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
3
年
目
を
迎
え
『
ヒ
ト
は
三
つ
の
自
由
を

手
に
入
れ
た
。「
動
く
」「
集
ま
る
」「
語
る
」
自
由
だ
』
け
れ
ど
、

コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
二
つ
は
制
限
さ
れ
、
言
葉
だ
け
が
先
行
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
行
動
し
集
ま
る
行
為
な
く
し
て
は
命
を
捨
て

始
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
映
画
監
督
の
河
瀬
直
美
氏
が

語
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
三
密
が
今
や
常
識
化
さ
れ
、
マ
ス
ク

越
し
で
し
か
語
れ
な
い
こ
と
は
、「
語
る
」
自
由
さ
え
も
脅
か
さ

れ
て
い
る
と
考
え
る
と
、
人
間
ら
し
さ
を
捨
て
る
こ
と
に
な
ら

な
い
か
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。

　『
い
の
ち
』を
繋
ぐ
た
め
の「
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
る
」行
為
。

こ
の
行
動
の
な
か
に
も「
孤
食
」「
黙
食
」を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

楽
し
い
団
ら
ん
の
食
事
を
取
り
戻
せ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
の
よ
う
な
中
に
お
い
て
、
昨
年
10
月
に
、
災
害
支
援
協
定

を
健
康
推
進
協
議
会
さ
ま
の
協
力
を
得
て
、
県
と
調
印
の
時
を

持
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
栄
養
ケ
ア
の
視
点

で
は
、
栄
養
ケ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
活
動
強
化
に
注
力
し

て
参
り
ま
し
た
。
有
事
、
ど
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
も
、

食
を
通
し
て
、
人
に
寄
り
添
う
こ
と
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
ス

キ
ル
を
十
分
発
揮
で
き
る
活
動
の
拠
点
に
、
当
会
の
存
在
価
値

が
あ
る
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。
新
年
度
も
各
職
域
を
超
え
て
、

仲
間
意
識
を
強
め
、
自
己
研
鑚
に
努
力
を
惜
し
ま
ず
、
社
会
貢

献
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
、
賛

助
会
員
の
皆
さ
ま
の
引
き
続
き
の
ご
協
力
・
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
に
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
総
務
部
・
組
織
部

　
　
　
　
　八
田

　光
代

　
総
務
部
・
組
織
部
で
は
、
理
事
会
で
の
協
議
事
項
、
報
告

事
項
の
と
り
ま
と
め
や
議
事
録
の
作
成
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
研
修
会
の
案
内
等
随
時
更
新
し
、

情
報
発
信
を
行
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
ご
意
見
の
あ
る
方
は
、
事
務
局
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

　
滋
賀
県
栄
養
士
会
に
入
会
す
る
と
、
各
種
研
修
会
な
ど
参

加
案
内
や
、
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
会

員
内
の
意
見
交
換
や
生
涯
教
育
の
情
報
も
得
ら
れ
、「
し
が

栄
養
ケ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
へ
の
登
録
資
格
な
ど
が
得
ら

れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
業
務
上
の
過
誤
に
対
す
る
損
害
賠
償
責

任
保
険
加
入
に
よ
り
、
不
測
の
事
態
に
備
え
ら
れ
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
、
未
加
入
の
管
理
栄
養
士
・
栄
養
士
の

方
々
に
栄
養
士
会
へ
の
ご
入
会
を
お
す
す
め
い
た
だ
く
な
ど

ご
協
力
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
事
業
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　吉
江

　明
広

　
会
員
様
へ
の
新
し
い
知
識
提
供
を
目
的
と
し
て
研
修
会
の

企
画
・
運
営
を
行
っ
て
い
る
事
業
部
は
、
昨
今
の
状
況
を
鑑

み
、「
滋
賀
県
栄
養
士
会
総
会
記
念
講
演
」・「
栄
養
士
再
教

育
講
習
会
」・「
健
康
づ
く
り
提
唱
の
つ
ど
い
研
修
会
」
な
ど
、

今
ま
で
の
対
面
形
式
だ
け
で
な
く
、
Z
O
O
M
を
利
用
し
た

配
信
、
ま
た
対
面
と
配
信
の
両
方
を
併
用
し
た
方
式
な
ど
、

多
様
な
形
で
情
報
の
発
信
や
研
修
会
の
開
催
を
行
い
ま
し

た
。
ご
参
加
い
た
皆
様
に
は
多
大
な
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
対
面
で
の
交
流
が
難
し
い
状
況
で
あ
り
、
開
催

で
き
て
い
な
い
研
修
会
な
ど
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
会
員

の
皆
様
に
有
意
義
な
情
報
提
供
と
知
識
の
交
流
が
で
き
る
場

と
し
て
の
研
修
の
開
催
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
事
業

部
の
活
動
へ
の
一
層
の
ご
理
解
と
研
修
会
な
ど
へ
の
積
極
的

な
ご
参
加
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

各
事
業
部
活
動
報
告

●
県
民
サ
ー
ビ
ス
部

　
　
　
　
　野
口

　称
子

　
県
民
の
皆
様
の
健
康
づ
く
り
に
向
け
た
情
報
発
信
と
し

ま
し
て
、
広
報
誌
「
栄
養
し
が
」
の
発
行
と
食
育
啓
発
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
広
報
誌
で
は
、
県
民
の
皆
様
と
会
員
の
皆
様
に
滋
賀
県

栄
養
士
会
の
活
動
を
中
心
に
、
会
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と

を
目
指
し
ま
し
た
。

　
食
育
啓
発
活
動
と
し
ま
し
て
は
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で

も
あ
る「
食
と
健
康
展
」、県
内
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
巡
る「
食

育
イ
ベ
ン
ト
」
の
二
つ
の
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
二
つ

の
啓
発
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
予
想
が
つ
か
な
い
先
の
企
画
を
立
て
、
内
容

を
検
討
し
な
が
ら
、
会
員
の
皆
様
、
協
力
店
様
と
共
に
進

め
ま
し
た
。
内
容
は
元
よ
り
継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と
の

大
切
さ
も
実
感
し
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

●
学
術
研
究
部

　
　
　
　
　
　
　中
西

　直
子

　
本
年
度
は
対
面
講
義
は
中
止
と
し
、ｗ
ｅ
ｂ
に
よ
る
オ

ン
デ
マ
ン
ド
研
修
を
一
一
講
義
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
昨
年
度
を
上
回
る
延
べ
四
八
二
名
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
参
考
に
、
視
聴
期
間
を
三
講
義
ご
と
に
約
一
か
月
間

と
し
、
余
裕
を
持
っ
て
空
き
時
間
に
研
修
い
た
だ
け
る
よ

う
に
工
夫
い
た
し
ま
し
た
。
オ
ン
デ
マ
ン
ド
用
の
デ
ー

タ
ー
を
作
成
い
た
だ
け
る
講
師
が
限
定
さ
れ
る
上
、
講
師

も
慣
れ
な
い
作
業
の
た
め
、
一
部
音
量
等
視
聴
さ
れ
た
皆

様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
、
こ
の
場
を
お
借
り
し

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
会
員
の
み
な
さ
ま
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
研
修
会
を
企
画
し
た
い
と
存
じ
ま
す
の

で
、
ご
要
望
を
お
寄
せ
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
認
定
管
理
栄
養
士
、
栄
養
士
審
査
の
受
験
を

希
望
さ
れ
て
い
る
方
に
は
当
事
業
部
に
お
い
て
、
相
談
も

受
け
つ
け
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

研
修
報
告

第
１
回
J
D
A－

D
A
T
し
が

ス
タ
ッ
フ
養
成
研
修
会

上
甲

　有
利

　

・
受
講
形
式
：
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式

・
申
込
者
数
：
三
十
一
名

・
開
催
期
間
：
二
〇
二
一
年
七
月
十
日
〜

八
月
二
十
一
日
の
う
ち
四
日
間

・
開
催
内
容
：
J
D
A－

D
A
T
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル

ス
タ
ッ
フ
研
修
要
領
に
基
づ
く
（
十

八
時
間
）

　
他
府
県
の
栄
養
士
会
で
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
本
会
で
は
初
め
て
の
開
催
で
、
受
講
後
に
は
二

十
五
名
の
ス
タ
ッ
フ
登
録
が
あ
り
ま
し
た
。
滋
賀
県

立
大
学
の
今
井
絵
理
先
生
と
、Ｊ
Ｄ
Ａ－

Ｄ
Ａ
Ｔ
奈
良

代
表
の
木
島
隆
栄
様
に
講
義
と
演
習
の
講
師
と
し
て

ご
協
力
い
た
だ
き
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
可
能
な
限
り
、

横
の
繋
が
り
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
た
内
容
で
実

施
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
会
で
は
、
今
年
度
十

月
に
、
滋
賀
県
と
「
災
害

時
に
お
け
る
栄
養
・
食
生

活
支
援
活
動
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
た
こ
と
も

あ
り
、Ｊ
Ｄ
Ａ－

Ｄ
Ａ
Ｔ
し

が
事
業
は
、
精
力
的
に
活

動
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
災
害
支
援
活
動
を

推
進
し
て
く
た
め
に
、
多

く
の
会
員
の
皆
様
の
本
養

成
研
修
会
へ
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

「
災
害
時
に
お
け
る
栄
養
・
食
生
活
支
援
活
動
に
関

す
る
協
定
」

　
本
会
と
滋
賀
県
は
、令
和
三
年
十
月
二
十
二
日
に
、

県
庁
に
て
「
災
害
時
に
お
け
る
栄
養
・
食
生
活
支
援

活
動
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
締
結
式

に
は
、
三
日
月
知
事
と
澤
谷
会
長
を
は
じ
め
、
本
協

定
に
ご
賛
同
い
た
だ
い
た
滋
賀
県
健
康
推
進
員
団
体

地
域
活
動
事
業
部
・

公
衆
衛
生
事
業
部
合
同
研
修
会

杉
原

　未
奈

　

　
今
年
度
の
公
衆
衛
生
事
業
部
と
地
域
活
動
事
部
の

合
同
研
修
会
は
、
地
域
活
動
事
業
部
の
田
中
美
智
子

氏
を
講
師
と
し
て
「
乳
幼
児
健
診
に
お
け
る
子
ど
も

の
食
べ
る
機
能
を
育
て
る
支
援
方
法
と
ポ
イ
ン
ト
〜

よ
く
あ
る
質
問
か
ら
の
解
決
策
〜
」
を
テ
ー
マ
に
講

義
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
令
和
3
年
7
月
12
日
か
ら
1
週
間
の
W
E
B
開
催

を
し
ま
し
た
と
こ
ろ
80
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

受
講
さ
れ
た
方
の
う
ち
78
パ
ー
セ
ン
ト
の
方
か
ら
大

変
よ
か
っ
た
と
感
想
を
い
た
だ
け
ま
し
た
。
今
回
学

習
し
た
こ
と
を
日
々
の
業
務
に
活
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
県
民
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
、
会
員

の
皆
様
へ
幅
広
い
分
野
の
情
報
提
供
や
学
習
の
場
を

提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
協
力
賜
り
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

栄
養
ケ
ア
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

初
任
者
研
修

岩
崎

　鈴
子

　

　
令
和
三
年
度
、
初
め
て
滋
賀
県
栄
養
士
会
福
祉
事

業
部
と
し
て
本
研
修
会
を
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
も

あ
り
ま
し
た
が
、ｗ
ｅ
ｂ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修

に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
初
任
者
研
修
と
い
う
こ
と
で
、
栄
養
ケ
ア
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
実
務
経
験
が
浅
く
短
い
方
を
対
象
に
、

少
人
数
制
で
顔
の
見
え
る
形
で
開
催
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
動
画
を
観
な
が
ら
、
実
践
に
よ
り
近
づ

い
た
演
習
に
（
症
例
を
基
に
、
プ
ロ
セ
ス
・
ア
セ
ス

メ
ン
ト
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
記
入
を
し
、
計
画
書
の

立
案
ま
で
）時
間
を
十
分
に
と
っ
て
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、質
疑
応
答
の
時
間
も
設
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

日
頃
の
悩
み
や
相
談
事
な
ど
を
、先
輩
方
に
発
信
し
、

参
加
者
み
ん
な
で
共
有
し
意
見
を
出
し
合
え
た
こ
と

が
と
て
も
有
意
義
で
あ
っ
た
と
の
ご
感
想
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
次
年
度
も
ス
テ
ッ
プ
系
の
研
修
を
順
次
開

催
予
定
で
す
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

研
究
教
育
事
業
部

中
村

　富
予

　

　
今
年
度
は
、
今
も
ま
だ
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

に
対
応
し
、
大
学
な
ど
で
は
感
染
対
策
を
行
い

W
e
b
だ
け
で
な
く
対
面
を
併
用
し
て
の
授
業
が
な

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
研
究
教
育
事
業
部
は
、
こ
の
状

況
に
対
応
し
、
総
会
や
研
修
会
に
お
い
て
も
同
様
に

W
e
b
と
対
面
で
の
両
方
式
で
の
対
応
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。
年
2
回
実
施
し
て
い
る
研
修
会
で
は
、

1
回
目
の
9
月
は
龍
谷
大
学
の
宮
本
賢
一
先
生
に
よ

る
「
食
と
栄
養
の
基
礎
知
識
：
栄
養
代
謝
異
常
と
疾

患
」
を
テ
ー
マ
に
行
い
、
2
回
目
の
2
月
は
株
式
会

医
療
事
業
部

巽

　
　達
也

　

　
昨
年
度
か
ら
滋
賀
県
循
環
器
病
対
策
委
員
や
滋
賀

県
在
宅
心
不
全
療
養
支
援
事
業
に
医
療
事
業
部
か
ら

委
員
を
選
出
し
て
関
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
滋

賀
県
在
宅
心
不
全
支
援
事
業
に
お
い
て
は
県
内
医
療

施
設
で
統
一
し
て
使
用
で
き
る
心
不
全
手
帳
の
作
成

に
も
栄
養
士
会
代
表
と
し
て
意
見
を
出
し
、
今
年
度

か
ら
運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
第
一
回
目
の
研
修
は
十
月
八
日
か
ら
二
週

連
絡
協
議
会
の
山
本
光
代
会
長
が
立
会
人
と
し
て
ご

列
席
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
の
玄
関
前
で
は
、
災
害
支
援
医
療
緊

急
車
両
「
Ｊ
Ｄ
Ａ－

Ｄ
Ａ
Ｔ
号
」
が
展
示
さ
れ
、
日
本
栄

養
士
会
の
下
浦
専
務
理
事
（
災
害
支
援
チ
ー
ム
Ｊ
Ｄ

Ａ－

Ｄ
Ａ
Ｔ
統
括
）
と
澤
谷
会
長
が
、
三
日
月
知
事
に

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

社
O
T
O
M
O
の
橋
本
恵
先
生
に
よ
る
「
ス
ポ
ー
ツ

現
場
で
の
管
理
栄
養
士
の
仕
事
」
を
テ
ー
マ
に
行
い

ま
し
た
。
養
成
施
設
を
卒
業
後
も
、
管
理
栄
養
士
・

栄
養
士
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
や
知
識

の
配
信
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
ご
協

力
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

間
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
と
し
て
心
不
全
手
帳
作
成

の
中
心
に
お
ら
れ
た
滋
賀
医
科
大
学
循
環
器
内
科
助

教
の
八
木
典
章
先
生
に
滋
賀
県
の
在
宅
心
不
全
対
策

と
心
不
全
の
病
態
に
ご
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。
栄

養
士
会
会
員
の
皆
様
に
は
心
不
全
手
帳
を
活
用
す
る

と
と
も
に
心
不
全
療
養
指
導
士
の
資
格
を
取
っ
て
、

特
に
在
宅
心
不
全
治
療
に
協
力
し
て
も
ら
い
た
い
と

の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　
3
月
の
第
2
回
研
修
会
は
病
院
給
食
に
お
い
て
は

人
材
不
足
の
た
め
た
い
へ
ん
運
営
が
き
び
し
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
の
で
、
令
和
元
年
に
予
定
し
て
い
ま

し
た
給
食
委
託
会
社
か
ら
講
師
を
お
招
き
し
て
ご
講

演
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
職
場

や
新
人
栄
養
士
の
た
め
の
お
悩
み
相
談
な
ど
も
実
施

す
る
予
定
で
す
の
で
会
員
施
設
に
お
い
て
参
考
に
し

て
い
た
だ
き
病
院
給
食
運
営
の
充
実
に
つ
な
が
れ
ば

幸
い
で
す
。

・
第
一
回
　
令
和
三
年
五
月
二
十
二
日

・
第
二
回
　
令
和
三
年
七
月
十
一
日

・
第
三
回
　
令
和
三
年
九
月
十
二
日

・
第
四
回
　
令
和
三
年
十
二
月
十
八
日

・
第
五
回
　
令
和
四
年
一
月
二
十
二
日

・
第
六
回
　
令
和
四
年
三
月
二
十
日
（
予
定
）

　
以
上
の
通
り
理
事
会
を
行
い
、
各
事
業
の

進
捗
状
況
の
確
認
や
協
力
体
制
等
に
つ
い
て

協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
の
た

め
、
会
場
へ
の
出
席
者
を
最
小
限
に
抑
え
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
協
議
が
主
と
は
な
り
ま
し

た
が
、毎
回
活
発
な
論
議
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
来
年
度
は
役
員
改
選
の
年
に
当
た
る
た
め
、

新
役
員
の
候
補
者
の
選
出
、
来
年
度
の
事
業

計
画
案
、
予
算
案
な
ど
に
つ
い
て
、
引
き
続

き
協
議
を
致
し
ま
す
。

理
事
会
だ
よ
り

高
阪

　玲
江

Instagram

滋
賀
県
栄
養
士
会
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を

開
設
し
ま
し
た
！

https://w
w
w
.instagram

.com
/shiga.eiyou/
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公
益
社
団
法
人
滋
賀
県
栄
養
士
会

　
　
　
　
　
　会
長

　澤
谷

　久
枝

あ
い
さ
つ

　
2
0
2
2
年
は
、壬
寅
年
。「
新
し
く
立
ち
上
が
る
こ
と
」や「
生

ま
れ
た
も
の
が
成
長
す
る
こ
と
」
と
い
っ
た
縁
起
の
良
い
年
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
運
に
肖
り
、
皆
さ
ま
に
と
っ
て
飛

躍
の
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
3
年
目
を
迎
え
『
ヒ
ト
は
三
つ
の
自
由
を

手
に
入
れ
た
。「
動
く
」「
集
ま
る
」「
語
る
」
自
由
だ
』
け
れ
ど
、

コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
二
つ
は
制
限
さ
れ
、
言
葉
だ
け
が
先
行
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
行
動
し
集
ま
る
行
為
な
く
し
て
は
命
を
捨
て

始
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
映
画
監
督
の
河
瀬
直
美
氏
が

語
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
三
密
が
今
や
常
識
化
さ
れ
、
マ
ス
ク

越
し
で
し
か
語
れ
な
い
こ
と
は
、「
語
る
」
自
由
さ
え
も
脅
か
さ

れ
て
い
る
と
考
え
る
と
、
人
間
ら
し
さ
を
捨
て
る
こ
と
に
な
ら

な
い
か
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。

　『
い
の
ち
』を
繋
ぐ
た
め
の「
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
る
」行
為
。

こ
の
行
動
の
な
か
に
も「
孤
食
」「
黙
食
」を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

楽
し
い
団
ら
ん
の
食
事
を
取
り
戻
せ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
の
よ
う
な
中
に
お
い
て
、
昨
年
10
月
に
、
災
害
支
援
協
定

を
健
康
推
進
協
議
会
さ
ま
の
協
力
を
得
て
、
県
と
調
印
の
時
を

持
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
栄
養
ケ
ア
の
視
点

で
は
、
栄
養
ケ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
活
動
強
化
に
注
力
し

て
参
り
ま
し
た
。
有
事
、
ど
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
も
、

食
を
通
し
て
、
人
に
寄
り
添
う
こ
と
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
ス

キ
ル
を
十
分
発
揮
で
き
る
活
動
の
拠
点
に
、
当
会
の
存
在
価
値

が
あ
る
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。
新
年
度
も
各
職
域
を
超
え
て
、

仲
間
意
識
を
強
め
、
自
己
研
鑚
に
努
力
を
惜
し
ま
ず
、
社
会
貢

献
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
、
賛

助
会
員
の
皆
さ
ま
の
引
き
続
き
の
ご
協
力
・
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
に
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
総
務
部
・
組
織
部

　
　
　
　
　八
田

　光
代

　
総
務
部
・
組
織
部
で
は
、
理
事
会
で
の
協
議
事
項
、
報
告

事
項
の
と
り
ま
と
め
や
議
事
録
の
作
成
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
研
修
会
の
案
内
等
随
時
更
新
し
、

情
報
発
信
を
行
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
ご
意
見
の
あ
る
方
は
、
事
務
局
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

　
滋
賀
県
栄
養
士
会
に
入
会
す
る
と
、
各
種
研
修
会
な
ど
参

加
案
内
や
、
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
会

員
内
の
意
見
交
換
や
生
涯
教
育
の
情
報
も
得
ら
れ
、「
し
が

栄
養
ケ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
へ
の
登
録
資
格
な
ど
が
得
ら

れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
業
務
上
の
過
誤
に
対
す
る
損
害
賠
償
責

任
保
険
加
入
に
よ
り
、
不
測
の
事
態
に
備
え
ら
れ
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
、
未
加
入
の
管
理
栄
養
士
・
栄
養
士
の

方
々
に
栄
養
士
会
へ
の
ご
入
会
を
お
す
す
め
い
た
だ
く
な
ど

ご
協
力
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
事
業
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　吉
江

　明
広

　
会
員
様
へ
の
新
し
い
知
識
提
供
を
目
的
と
し
て
研
修
会
の

企
画
・
運
営
を
行
っ
て
い
る
事
業
部
は
、
昨
今
の
状
況
を
鑑

み
、「
滋
賀
県
栄
養
士
会
総
会
記
念
講
演
」・「
栄
養
士
再
教

育
講
習
会
」・「
健
康
づ
く
り
提
唱
の
つ
ど
い
研
修
会
」
な
ど
、

今
ま
で
の
対
面
形
式
だ
け
で
な
く
、
Z
O
O
M
を
利
用
し
た

配
信
、
ま
た
対
面
と
配
信
の
両
方
を
併
用
し
た
方
式
な
ど
、

多
様
な
形
で
情
報
の
発
信
や
研
修
会
の
開
催
を
行
い
ま
し

た
。
ご
参
加
い
た
皆
様
に
は
多
大
な
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
対
面
で
の
交
流
が
難
し
い
状
況
で
あ
り
、
開
催

で
き
て
い
な
い
研
修
会
な
ど
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
会
員

の
皆
様
に
有
意
義
な
情
報
提
供
と
知
識
の
交
流
が
で
き
る
場

と
し
て
の
研
修
の
開
催
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
事
業

部
の
活
動
へ
の
一
層
の
ご
理
解
と
研
修
会
な
ど
へ
の
積
極
的

な
ご
参
加
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

各
事
業
部
活
動
報
告

●
県
民
サ
ー
ビ
ス
部

　
　
　
　
　野
口

　称
子

　
県
民
の
皆
様
の
健
康
づ
く
り
に
向
け
た
情
報
発
信
と
し

ま
し
て
、
広
報
誌
「
栄
養
し
が
」
の
発
行
と
食
育
啓
発
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
広
報
誌
で
は
、
県
民
の
皆
様
と
会
員
の
皆
様
に
滋
賀
県

栄
養
士
会
の
活
動
を
中
心
に
、
会
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と

を
目
指
し
ま
し
た
。

　
食
育
啓
発
活
動
と
し
ま
し
て
は
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で

も
あ
る「
食
と
健
康
展
」、県
内
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
巡
る「
食

育
イ
ベ
ン
ト
」
の
二
つ
の
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
二
つ

の
啓
発
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
予
想
が
つ
か
な
い
先
の
企
画
を
立
て
、
内
容

を
検
討
し
な
が
ら
、
会
員
の
皆
様
、
協
力
店
様
と
共
に
進

め
ま
し
た
。
内
容
は
元
よ
り
継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と
の

大
切
さ
も
実
感
し
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

●
学
術
研
究
部

　
　
　
　
　
　
　中
西

　直
子

　
本
年
度
は
対
面
講
義
は
中
止
と
し
、ｗ
ｅ
ｂ
に
よ
る
オ

ン
デ
マ
ン
ド
研
修
を
一
一
講
義
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
昨
年
度
を
上
回
る
延
べ
四
八
二
名
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
参
考
に
、
視
聴
期
間
を
三
講
義
ご
と
に
約
一
か
月
間

と
し
、
余
裕
を
持
っ
て
空
き
時
間
に
研
修
い
た
だ
け
る
よ

う
に
工
夫
い
た
し
ま
し
た
。
オ
ン
デ
マ
ン
ド
用
の
デ
ー

タ
ー
を
作
成
い
た
だ
け
る
講
師
が
限
定
さ
れ
る
上
、
講
師

も
慣
れ
な
い
作
業
の
た
め
、
一
部
音
量
等
視
聴
さ
れ
た
皆

様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
、
こ
の
場
を
お
借
り
し

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
会
員
の
み
な
さ
ま
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
研
修
会
を
企
画
し
た
い
と
存
じ
ま
す
の

で
、
ご
要
望
を
お
寄
せ
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
認
定
管
理
栄
養
士
、
栄
養
士
審
査
の
受
験
を

希
望
さ
れ
て
い
る
方
に
は
当
事
業
部
に
お
い
て
、
相
談
も

受
け
つ
け
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

研
修
報
告

研
修
報
告

第
１
回
J
D
A－

D
A
T
し
が

ス
タ
ッ
フ
養
成
研
修
会

上
甲

　有
利

　

・
受
講
形
式
：
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式

・
申
込
者
数
：
三
十
一
名

・
開
催
期
間
：
二
〇
二
一
年
七
月
十
日
〜

八
月
二
十
一
日
の
う
ち
四
日
間

・
開
催
内
容
：
J
D
A－

D
A
T
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル

ス
タ
ッ
フ
研
修
要
領
に
基
づ
く
（
十

八
時
間
）

　
他
府
県
の
栄
養
士
会
で
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
本
会
で
は
初
め
て
の
開
催
で
、
受
講
後
に
は
二

十
五
名
の
ス
タ
ッ
フ
登
録
が
あ
り
ま
し
た
。
滋
賀
県

立
大
学
の
今
井
絵
理
先
生
と
、Ｊ
Ｄ
Ａ－

Ｄ
Ａ
Ｔ
奈
良

代
表
の
木
島
隆
栄
様
に
講
義
と
演
習
の
講
師
と
し
て

ご
協
力
い
た
だ
き
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
可
能
な
限
り
、

横
の
繋
が
り
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
た
内
容
で
実

施
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
会
で
は
、
今
年
度
十

月
に
、
滋
賀
県
と
「
災
害

時
に
お
け
る
栄
養
・
食
生

活
支
援
活
動
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
た
こ
と
も

あ
り
、Ｊ
Ｄ
Ａ－

Ｄ
Ａ
Ｔ
し

が
事
業
は
、
精
力
的
に
活

動
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
災
害
支
援
活
動
を

推
進
し
て
く
た
め
に
、
多

く
の
会
員
の
皆
様
の
本
養

成
研
修
会
へ
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

「
災
害
時
に
お
け
る
栄
養
・
食
生
活
支
援
活
動
に
関

す
る
協
定
」

　
本
会
と
滋
賀
県
は
、令
和
三
年
十
月
二
十
二
日
に
、

県
庁
に
て
「
災
害
時
に
お
け
る
栄
養
・
食
生
活
支
援

活
動
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
締
結
式

に
は
、
三
日
月
知
事
と
澤
谷
会
長
を
は
じ
め
、
本
協

定
に
ご
賛
同
い
た
だ
い
た
滋
賀
県
健
康
推
進
員
団
体

地
域
活
動
事
業
部
・

公
衆
衛
生
事
業
部
合
同
研
修
会

杉
原

　未
奈

　

　
今
年
度
の
公
衆
衛
生
事
業
部
と
地
域
活
動
事
部
の

合
同
研
修
会
は
、
地
域
活
動
事
業
部
の
田
中
美
智
子

氏
を
講
師
と
し
て
「
乳
幼
児
健
診
に
お
け
る
子
ど
も

の
食
べ
る
機
能
を
育
て
る
支
援
方
法
と
ポ
イ
ン
ト
〜

よ
く
あ
る
質
問
か
ら
の
解
決
策
〜
」
を
テ
ー
マ
に
講

義
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
令
和
3
年
7
月
12
日
か
ら
1
週
間
の
W
E
B
開
催

を
し
ま
し
た
と
こ
ろ
80
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

受
講
さ
れ
た
方
の
う
ち
78
パ
ー
セ
ン
ト
の
方
か
ら
大

変
よ
か
っ
た
と
感
想
を
い
た
だ
け
ま
し
た
。
今
回
学

習
し
た
こ
と
を
日
々
の
業
務
に
活
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
県
民
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
、
会
員

の
皆
様
へ
幅
広
い
分
野
の
情
報
提
供
や
学
習
の
場
を

提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
協
力
賜
り
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

栄
養
ケ
ア
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

初
任
者
研
修

岩
崎

　鈴
子

　

　
令
和
三
年
度
、
初
め
て
滋
賀
県
栄
養
士
会
福
祉
事

業
部
と
し
て
本
研
修
会
を
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
も

あ
り
ま
し
た
が
、ｗ
ｅ
ｂ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修

に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
初
任
者
研
修
と
い
う
こ
と
で
、
栄
養
ケ
ア
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
実
務
経
験
が
浅
く
短
い
方
を
対
象
に
、

少
人
数
制
で
顔
の
見
え
る
形
で
開
催
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
動
画
を
観
な
が
ら
、
実
践
に
よ
り
近
づ

い
た
演
習
に
（
症
例
を
基
に
、
プ
ロ
セ
ス
・
ア
セ
ス

メ
ン
ト
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
記
入
を
し
、
計
画
書
の

立
案
ま
で
）時
間
を
十
分
に
と
っ
て
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、質
疑
応
答
の
時
間
も
設
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

日
頃
の
悩
み
や
相
談
事
な
ど
を
、先
輩
方
に
発
信
し
、

参
加
者
み
ん
な
で
共
有
し
意
見
を
出
し
合
え
た
こ
と

が
と
て
も
有
意
義
で
あ
っ
た
と
の
ご
感
想
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
次
年
度
も
ス
テ
ッ
プ
系
の
研
修
を
順
次
開

催
予
定
で
す
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

研
究
教
育
事
業
部

中
村

　富
予

　

　
今
年
度
は
、
今
も
ま
だ
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

に
対
応
し
、
大
学
な
ど
で
は
感
染
対
策
を
行
い

W
e
b
だ
け
で
な
く
対
面
を
併
用
し
て
の
授
業
が
な

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
研
究
教
育
事
業
部
は
、
こ
の
状

況
に
対
応
し
、
総
会
や
研
修
会
に
お
い
て
も
同
様
に

W
e
b
と
対
面
で
の
両
方
式
で
の
対
応
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。
年
2
回
実
施
し
て
い
る
研
修
会
で
は
、

1
回
目
の
9
月
は
龍
谷
大
学
の
宮
本
賢
一
先
生
に
よ

る
「
食
と
栄
養
の
基
礎
知
識
：
栄
養
代
謝
異
常
と
疾

患
」
を
テ
ー
マ
に
行
い
、
2
回
目
の
2
月
は
株
式
会

医
療
事
業
部

巽

　
　達
也

　

　
昨
年
度
か
ら
滋
賀
県
循
環
器
病
対
策
委
員
や
滋
賀

県
在
宅
心
不
全
療
養
支
援
事
業
に
医
療
事
業
部
か
ら

委
員
を
選
出
し
て
関
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
滋

賀
県
在
宅
心
不
全
支
援
事
業
に
お
い
て
は
県
内
医
療

施
設
で
統
一
し
て
使
用
で
き
る
心
不
全
手
帳
の
作
成

に
も
栄
養
士
会
代
表
と
し
て
意
見
を
出
し
、
今
年
度

か
ら
運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
第
一
回
目
の
研
修
は
十
月
八
日
か
ら
二
週

連
絡
協
議
会
の
山
本
光
代
会
長
が
立
会
人
と
し
て
ご

列
席
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
の
玄
関
前
で
は
、
災
害
支
援
医
療
緊

急
車
両
「
Ｊ
Ｄ
Ａ－

Ｄ
Ａ
Ｔ
号
」
が
展
示
さ
れ
、
日
本
栄

養
士
会
の
下
浦
専
務
理
事
（
災
害
支
援
チ
ー
ム
Ｊ
Ｄ

Ａ－

Ｄ
Ａ
Ｔ
統
括
）
と
澤
谷
会
長
が
、
三
日
月
知
事
に

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

社
O
T
O
M
O
の
橋
本
恵
先
生
に
よ
る
「
ス
ポ
ー
ツ

現
場
で
の
管
理
栄
養
士
の
仕
事
」
を
テ
ー
マ
に
行
い

ま
し
た
。
養
成
施
設
を
卒
業
後
も
、
管
理
栄
養
士
・

栄
養
士
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
や
知
識

の
配
信
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
ご
協

力
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

間
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
と
し
て
心
不
全
手
帳
作
成

の
中
心
に
お
ら
れ
た
滋
賀
医
科
大
学
循
環
器
内
科
助

教
の
八
木
典
章
先
生
に
滋
賀
県
の
在
宅
心
不
全
対
策

と
心
不
全
の
病
態
に
ご
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。
栄

養
士
会
会
員
の
皆
様
に
は
心
不
全
手
帳
を
活
用
す
る

と
と
も
に
心
不
全
療
養
指
導
士
の
資
格
を
取
っ
て
、

特
に
在
宅
心
不
全
治
療
に
協
力
し
て
も
ら
い
た
い
と

の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　
3
月
の
第
2
回
研
修
会
は
病
院
給
食
に
お
い
て
は

人
材
不
足
の
た
め
た
い
へ
ん
運
営
が
き
び
し
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
の
で
、
令
和
元
年
に
予
定
し
て
い
ま

し
た
給
食
委
託
会
社
か
ら
講
師
を
お
招
き
し
て
ご
講

演
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
職
場

や
新
人
栄
養
士
の
た
め
の
お
悩
み
相
談
な
ど
も
実
施

す
る
予
定
で
す
の
で
会
員
施
設
に
お
い
て
参
考
に
し

て
い
た
だ
き
病
院
給
食
運
営
の
充
実
に
つ
な
が
れ
ば

幸
い
で
す
。

・
第
一
回
　
令
和
三
年
五
月
二
十
二
日

・
第
二
回
　
令
和
三
年
七
月
十
一
日

・
第
三
回
　
令
和
三
年
九
月
十
二
日

・
第
四
回
　
令
和
三
年
十
二
月
十
八
日

・
第
五
回
　
令
和
四
年
一
月
二
十
二
日

・
第
六
回
　
令
和
四
年
三
月
二
十
日
（
予
定
）

　
以
上
の
通
り
理
事
会
を
行
い
、
各
事
業
の

進
捗
状
況
の
確
認
や
協
力
体
制
等
に
つ
い
て

協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
の
た

め
、
会
場
へ
の
出
席
者
を
最
小
限
に
抑
え
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
協
議
が
主
と
は
な
り
ま
し

た
が
、毎
回
活
発
な
論
議
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
来
年
度
は
役
員
改
選
の
年
に
当
た
る
た
め
、

新
役
員
の
候
補
者
の
選
出
、
来
年
度
の
事
業

計
画
案
、
予
算
案
な
ど
に
つ
い
て
、
引
き
続

き
協
議
を
致
し
ま
す
。

理
事
会
だ
よ
り

高
阪

　玲
江

Instagram

滋
賀
県
栄
養
士
会
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を

開
設
し
ま
し
た
！

https://w
w
w
.instagram

.com
/shiga.eiyou/
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職
域
事
業
部
だ
よ
り

小
川

　孝
子

　

　
今
年
も
、
昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
翻
弄
さ
れ
た
一
年
で
し
た
。

　
学
校
健
康
教
育
事
業
部
で
は
、基
本
に
立
ち
返
り
、

給
食
室
の
衛
生
管
理
に
つ
い
て
、
昨
年
度
ま
で
一
線

で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
た
廣
田
先
生
に
「
集
団
給
食
に

お
け
る
衛
生
管
理
に
つ
い
て
」、
ご
講
義
い
た
だ
き

ま
し
た
。
文
科
省
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
基
本
に
、
具
体

的
な
事
例
を
交
え
、
各
学
校
現
場
に
合
わ
せ
た
衛
生

管
理
に
つ
い
て
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
受
講

さ
れ
た
方
か
ら
は
、
大
変
分
か
り
や
す
く
、
直
ぐ
に

実
践
で
き
る
内
容
だ
と
好
評
で
し
た
。

　
全
国
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
に
は
理
事
2
名
が
Ｗ
ｅ
ｂ

参
加
し
、「
学
校
に
お
け
る
個
別
的
な
相
談
指
導
推

進
の
た
め
に
」
と
題
し
た
研
修
を
受
講
し
ま
し
た
。

推
進
さ
れ
て
い
る
栄
養
教
諭
の
話
を
聞
き
、
課
題
解

決
の
た
め
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。
詳

し
い
内
容
に
つ
い
て
は
後
日
、
事
業
部
の
皆
さ
ん
に

お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
、
年
々
、
減
少
傾
向
に
あ
る

会
員
減
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
、
実
務
に
則
し

た
魅
力
あ
る
研
修
会
の
開
催
や
会
員
同
士
の
交
流
の

場
を
設
け
、
会
員
増
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
目
の
前
に
い
る
子
ど
も
た
ち
の
健
康

を
支
え
、
専
門
性
を
生
か
し
た
指
導
が
で
き
る
よ
う

に
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 学

校
健
康
教
育
事
業
部

杉
原

　未
奈

　

　
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
令
和
三
年
度
事

業
が
順
調
に
遂
行
で
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
し
、

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
地
域
活
動
事
業
部
・
公
衆
衛
生
事

業
部
が
合
同
で
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
オ
ン

デ
マ
ン
ド
形
式
で
の
開
催
も
徐
々
に
定
着
し
、
多

く
の
方
に
受
講
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
会
員
の
業
務
に
活
か
せ
る
情
報
提
供

だ
け
で
な
く
、
会
員
同
士
の
交
流
の
場
も
設
け
ら

れ
る
よ
う
方
法
や
時
期
を
工
夫
し
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
公
衆

衛
生
事
業
部
活
動
に
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

公
衆
衛
生
事
業
部

田
中

　美
智
子

　

　
今
年
度
の
地
域
活
動
事
業
部
で
は
、
七
月
に
は
公

衆
衛
生
事
業
部
と
の
合
同
研
修
会
、
ま
た
二
月
に
は

地
域
活
動
事
業
部
研
修
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
乳
幼
児
支
援
、
栄
養
指
導
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
る
知
識
を
深
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　
運
営
委
員
会
は
年
二
回
開
催
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
、
二
月
の
事
業
報
告
会
に
つ
い

て
は
理
事
と
新
理
事
候
補
の
み
会
場
、
会
員
は
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
二
年
間
、
会
員
の
皆
様
と
お
会
い
す

る
機
会
が
少
な
く
、
ご
不
便
お
か
け
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
今
期
の
理
事
は
慣
れ
な
い
状
況
で
し
た

が
、
新
し
い
環
境
で
の
研
修
や
会
議
の
在
り
方
等
学

ぶ
こ
と
も
多
く
あ
り
、
改
め
て
会
員
の
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

地
域
活
動
事
業
部

中
村

　富
予

　

　
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
令
和
三
年
度
研

究
教
育
事
業
部
の
研
修
会
と
し
ま
し
て
は
W
E
B
配

信
（
オ
ン
デ
マ
ン
ド
方
式
）
と
し
、
二
回
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
九
月
に
は
「
食
と
栄
養
の
基

礎
知
識
：
栄
養
代
謝
異
常
と
疾
患
」、
二
月
に
は
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
と
合
わ
せ
て
「
ス
ポ
ー
ツ
業
界
で

働
く
栄
養
士
の
仕
事
〜
現
状
と
将
来
の
展
望
〜
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
実
施
し
ま
し
た
が
多
く
の
方
に
受
講

頂
き
ま
し
た
。
本
当
に
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。。

ま
た
、令
和
三
年
度
研
究
教
育
事
業
部
会
の
総
会
を
、

第
二
回
研
修
会
と
合
わ
せ
て
W
E
B
開
催
し
ま
し

た
。

　
全
国
研
究
教
育
事
業
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
に

W
E
B
参
加
し
、「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
臨
地
実
習

の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
次
年
度
も
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

研
究
教
育
事
業
部

巽

　
　達
也

　

　
今
年
度
は
会
員
増
対
策
の
新
規
事
業
と
し
て
新
た

に
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ロ
ン
と
名
打
っ
て
参
加

型
の
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
を
全
国
規
模
で
開
催
し
ま
し

た
。
栄
養
指
導
や
特
別
食
加
算
の
件
数
増
加
の
方
法

や
医
療
型
栄
養
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
作
り
方
な
ど

全
国
の
医
療
事
業
推
進
委
員
が
中
心
と
な
り
開
催
し

ま
し
た
。
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
で
は
臨
床
検
査

や
画
像
の
読
み
方
、
臨
床
学
術
セ
ミ
ナ
ー
で
は
新
し

い
嚥
下
調
整
食
分
類
に
つ
い
て
の
研
修
行
い
ま
し

た
。
念
願
の
病
棟
配
置
実
現
の
た
め
、
全
国
規
模
で

調
査
を
実
施
し
て
昨
年
の
業
務
量
調
査
と
合
わ
せ
て

要
望
資
料
を
作
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
県
独
自
に
は
、

専
門
管
理
栄
養
士
増
加
と
が
ん
教
育
の
充
実
の
た

め
、
県
内
の
が
ん
病
態
栄
養
専
門
管
理
栄
養
士
の

キ
ッ
ク
オ
フ
会
議
を
お
こ
な
い
顔
合
わ
せ
と
状
況
把

握
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

　
令
和
4
年
の
診
療
報
酬
改
定
で
は
、
集
中
治
療
室

の
栄
養
管
理
加
算
の
拡
充
や
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
棟
で
の
専
従
の
拡
大
、
栄
養
管
理
サ
ポ
ー

ト
加
算
の
施
設
拡
大
な
ど
が
大
き
く
期
待
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。
ま
た
外
来
が
ん
化
学
療
法
室
で
の
が
ん

病
態
栄
養
専
門
管
理
栄
養
士
に
対
す
る
評
価
や
念
願

の
病
棟
配
置
に
つ
い
て
現
在
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

3
月
の
総
会
で
は
食
事
療
法
学
会
報
告
と
し
て
よ
い

報
告
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

医
療
事
業
部

岩
崎

　鈴
子

　

　
令
和
三
年
度
福
祉
事
業
部
は
、
昨
年
度
同
様
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、ｗ
ｅ
ｂ
に
よ
る
ラ
イ
ブ

研
修
と
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信
や
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
に

て
、
福
祉
事
業
部
研
修
会
と
栄
養
ケ
ア
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
福
祉
事
業
部
研
修
会
、
一
部
で
は
、
静
岡
県
立
大

学
の
新
井
英
一
先
生
に
「
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
時
間

栄
養
学
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、『
何
を
ど
れ
だ
け
』

食
べ
る
か
と
い
う
栄
養
学
に
『
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
』

食
べ
る
か
の
視
点
を
加
え
た
「
時
間
栄
養
学
」
に
つ

い
て
多
く
の
デ
ー
タ
や
研
究
結
果
や
論
文
、
症
例
を

基
に
ご
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。
二
部
で
は
、
意
見

交
換
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。少
人
数
で
し
た
が
、

日
頃
の
業
務
内
容
で
各
々
が
困
っ
て
い
る
事
な
ど
を

解
決
に
向
け
て
助
言
な
ど
も
し
合
え
、
有
意
義
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

　
栄
養
ケ
ア
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座
で
は
、
愛
知
学

院
大
学
の
牧
野
日
和
先
生
に
「
明
日
か
ら
使
え
る
嚥

下
調
整
食
」
〜
嚥
下
調
整
食
分
類
2
0
2
1
を
マ
ス

タ
ー
す
る
〜
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
食
機
能
と
食
形
態

を
合
わ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
人
の
食
べ
る
機
能
、

食
形
態
を
理
解
す
る
た
め
の
解
剖
生
理
、
食
形
態
の

基
礎
知
識
と
応
用
、
対
象
者
の
食
べ
る
機
能
と
食
形

態
と
の
対
応
、
に
つ
い
て
易
し
く
詳
し
く
ご
講
義
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
、
事
業
部
を
超
え
多
数
の
ご
参
加
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
年
度
も
会
員
の
皆
さ
ま

の
ご
参
加
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

福
祉
事
業
部

入
会
の
ご
案
内

し
が
栄
養
ケ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ご
案
内

食育の日イベント
　
令
和
三
年
度
は
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

の
為
パ
ネ
ル
展
示
を
実
施

し
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
レ

シ
ピ
な
ど
を
お
持
ち
帰
り

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は
、「
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
て
免
疫
力
ア
ッ
プ
！
」
と
し
、
今
年
度

は
災
害
時
の
食
事
や
備
蓄
食
、Ｊ
Ｄ
Ａ－

Ｄ
Ａ
Ｔ
に
つ
い
て
も
展
示
し
ま
し
た
。

　
開
催
は
、滋
賀
県
内
の
三
地
区
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
一
週
間
実
施
し
ま
し
た
。

・
第
一
回
　
湖
北
地
区
（
六
月
　
コ
ー
プ
な
が
は
ま
店
）

・
第
二
回
　
湖
東
地
区
（
八
月
　
ア
ル
プ
ラ
ザ
八
日
市
）

・
第
三
回
　
湖
西
地
区
（
十
月
　
コ
ー
プ
か
た
た
店
）

　
八
月
の
ア
ル
プ
ラ
ザ
八
日
市
で
は
、
栄
養
ワ
ン
ダ
ー
ブ
ッ
ク
の
配
布
や
ポ
ス

タ
ー
の
掲
示
を
し
、「
栄
養
の
日
・
栄
養
週
間
」
の
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

　
お
陰
様
で
、
ど
の
地
区
に
お
き
ま
し
て
も
多
く
の
皆
様
に
展
示
を
ご
覧
に

な
っ
て
い
た
だ
き
、
滋
賀
県
民
の
皆
様
へ
の
情
報
提
供
や
食
生
活
改
善
へ
の

き
っ
か
け
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
し
が
様
、
平
和
堂
様
、
各
地
区
の
会
員
の
皆
様
に
は

ご
協
力
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
唯
一
の
職
能
団
体
【
栄
養
士
会
】

に
入
会
し
て
、
新
し
い
情
報
を
得
、

よ
き
指
導
者
や
仲
間
と
一
緒
に
活

動
し
ま
し
ょ
う
！

●
入
会
の
メ
リ
ッ
ト

＊
無
料
の
各
種
研
修
会
に
参
加
し
、

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
で
き
る

＊《
日
本
栄
養
士
会
雑
誌
》
や
《
滋

賀
県
栄
養
士
会
の
広
報
誌
》
で

情
報
収
集
で
き
る

＊
同
じ
職
域
や
地
域
の
仲
間
と
の

交
流
が
で
き
る

＊
万
が
一
の
事
故
に
備
え
て
最
大

一
億
円
の
栄
養
士
賠
償
責
任
保

編 集 後 記　　　　　　　　　「栄養しが」の発行に伴いご協力賜りました皆様
に御礼申し上げます。新型コロナウイルスの感染拡大・変異は依然
として続いており、予断を許さない状況下にあります。その中でも
熟慮と工夫をしながら皆様へ情報発信ができるよう今後も努めて参
りたいと思います。来年度もよろしくお願いいたします。

1.令和４年度通常総会について
　令和4年度通常総会は、下記のとおり開催する予定です。
　【開催日】　令和4年5月21日（土）　【場　所】　未定
　＊コロナ禍の中での総会ですので人数に限りがあります。
2.会費納入について
　日本栄養士会ホームページより納入の方法が変更できます。
　クレジット決済は、振込手数料がかかりません。変更された
時は、メール等で事務局までお知らせください。

険
に
加
入
で
き
る

＊
し
が
栄
養
ケ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
人
材
バ
ン
ク
に
登
録
し
、

就
職
や
転
職
に
活
か
す
　
な
ど

●
年
会
費
：
一
四
、〇
〇
〇
円

　（
入
会
時
の
み
別
途
入
会
費
：

一
、〇
〇
〇
円
）

●
入
会
の
手
続
き
方
法

①
栄
養
士
会
事
務
局
に
直
接
申
し

込
む

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
会
申
込

書
を
印
刷
し
て
申
し
込
む

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
入
会
フ
ォ
ー

ム
か
ら
申
し
込
む

　
皆
様
の
ご
入
会
心
よ
り
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
公
益
社
団
法
人
滋
賀
県
栄
養
士

会
が
開
設
し
て
い
る
「
し
が
栄
養

ケ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
会

員
で
あ
る
管
理
栄
養
士
・
栄
養
士

が
専
門
的
な
立
場
で
「
食
」
を
通

し
て
県
民
の
皆
様
の
健
康
づ
く
り

を
応
援
し
て
い
る
機
関
で
す
。

●
特
定
保
健
指
導

●
訪
問
栄
養
指
導

●
栄
養
・
食
事
相
談
（
医
療
機
関
・

事
業
所
・
一
般
市
民
・
各
種
イ

ベ
ン
ト
な
ど
）

●
講
演
・
講
習
会
（
食
育
講
座
・

料
理
教
室
・
生
活
習
慣
病
予
防

講
座
・
介
護
予
防
教
室
な
ど
）

●
栄
養
価
計
算
・
献
立
作
成

●
新
聞
・
雑
誌
へ
の
記
事
掲
載
　

な
ど
幅
広
く
対
応
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
滋
賀
県
栄
養
士

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
込
み
は

滋
賀
県
栄
養
士
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
７－

５
８
１－

１
３
６
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７－

５
５
８－

６
６
１
７

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

コープしが様のInstagram
にも掲載していただきました。

事務局だより
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職
域
事
業
部
だ
よ
り

小
川

　孝
子

　

　
今
年
も
、
昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
翻
弄
さ
れ
た
一
年
で
し
た
。

　
学
校
健
康
教
育
事
業
部
で
は
、基
本
に
立
ち
返
り
、

給
食
室
の
衛
生
管
理
に
つ
い
て
、
昨
年
度
ま
で
一
線

で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
た
廣
田
先
生
に
「
集
団
給
食
に

お
け
る
衛
生
管
理
に
つ
い
て
」、
ご
講
義
い
た
だ
き

ま
し
た
。
文
科
省
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
基
本
に
、
具
体

的
な
事
例
を
交
え
、
各
学
校
現
場
に
合
わ
せ
た
衛
生

管
理
に
つ
い
て
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
受
講

さ
れ
た
方
か
ら
は
、
大
変
分
か
り
や
す
く
、
直
ぐ
に

実
践
で
き
る
内
容
だ
と
好
評
で
し
た
。

　
全
国
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
に
は
理
事
2
名
が
Ｗ
ｅ
ｂ

参
加
し
、「
学
校
に
お
け
る
個
別
的
な
相
談
指
導
推

進
の
た
め
に
」
と
題
し
た
研
修
を
受
講
し
ま
し
た
。

推
進
さ
れ
て
い
る
栄
養
教
諭
の
話
を
聞
き
、
課
題
解

決
の
た
め
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。
詳

し
い
内
容
に
つ
い
て
は
後
日
、
事
業
部
の
皆
さ
ん
に

お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
、
年
々
、
減
少
傾
向
に
あ
る

会
員
減
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
、
実
務
に
則
し

た
魅
力
あ
る
研
修
会
の
開
催
や
会
員
同
士
の
交
流
の

場
を
設
け
、
会
員
増
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
目
の
前
に
い
る
子
ど
も
た
ち
の
健
康

を
支
え
、
専
門
性
を
生
か
し
た
指
導
が
で
き
る
よ
う

に
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 学

校
健
康
教
育
事
業
部

杉
原

　未
奈

　

　
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
令
和
三
年
度
事

業
が
順
調
に
遂
行
で
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
し
、

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
地
域
活
動
事
業
部
・
公
衆
衛
生
事

業
部
が
合
同
で
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
オ
ン

デ
マ
ン
ド
形
式
で
の
開
催
も
徐
々
に
定
着
し
、
多

く
の
方
に
受
講
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
会
員
の
業
務
に
活
か
せ
る
情
報
提
供

だ
け
で
な
く
、
会
員
同
士
の
交
流
の
場
も
設
け
ら

れ
る
よ
う
方
法
や
時
期
を
工
夫
し
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
公
衆

衛
生
事
業
部
活
動
に
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

公
衆
衛
生
事
業
部

田
中

　美
智
子

　

　
今
年
度
の
地
域
活
動
事
業
部
で
は
、
七
月
に
は
公

衆
衛
生
事
業
部
と
の
合
同
研
修
会
、
ま
た
二
月
に
は

地
域
活
動
事
業
部
研
修
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
乳
幼
児
支
援
、
栄
養
指
導
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
る
知
識
を
深
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　
運
営
委
員
会
は
年
二
回
開
催
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
、
二
月
の
事
業
報
告
会
に
つ
い

て
は
理
事
と
新
理
事
候
補
の
み
会
場
、
会
員
は
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
二
年
間
、
会
員
の
皆
様
と
お
会
い
す

る
機
会
が
少
な
く
、
ご
不
便
お
か
け
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
今
期
の
理
事
は
慣
れ
な
い
状
況
で
し
た

が
、
新
し
い
環
境
で
の
研
修
や
会
議
の
在
り
方
等
学

ぶ
こ
と
も
多
く
あ
り
、
改
め
て
会
員
の
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

地
域
活
動
事
業
部

中
村

　富
予

　

　
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
令
和
三
年
度
研

究
教
育
事
業
部
の
研
修
会
と
し
ま
し
て
は
W
E
B
配

信
（
オ
ン
デ
マ
ン
ド
方
式
）
と
し
、
二
回
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
九
月
に
は
「
食
と
栄
養
の
基

礎
知
識
：
栄
養
代
謝
異
常
と
疾
患
」、
二
月
に
は
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
と
合
わ
せ
て
「
ス
ポ
ー
ツ
業
界
で

働
く
栄
養
士
の
仕
事
〜
現
状
と
将
来
の
展
望
〜
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
実
施
し
ま
し
た
が
多
く
の
方
に
受
講

頂
き
ま
し
た
。
本
当
に
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。。

ま
た
、令
和
三
年
度
研
究
教
育
事
業
部
会
の
総
会
を
、

第
二
回
研
修
会
と
合
わ
せ
て
W
E
B
開
催
し
ま
し

た
。

　
全
国
研
究
教
育
事
業
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
に

W
E
B
参
加
し
、「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
臨
地
実
習

の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
次
年
度
も
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

研
究
教
育
事
業
部

巽

　
　達
也

　

　
今
年
度
は
会
員
増
対
策
の
新
規
事
業
と
し
て
新
た

に
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ロ
ン
と
名
打
っ
て
参
加

型
の
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
を
全
国
規
模
で
開
催
し
ま
し

た
。
栄
養
指
導
や
特
別
食
加
算
の
件
数
増
加
の
方
法

や
医
療
型
栄
養
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
作
り
方
な
ど

全
国
の
医
療
事
業
推
進
委
員
が
中
心
と
な
り
開
催
し

ま
し
た
。
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
で
は
臨
床
検
査

や
画
像
の
読
み
方
、
臨
床
学
術
セ
ミ
ナ
ー
で
は
新
し

い
嚥
下
調
整
食
分
類
に
つ
い
て
の
研
修
行
い
ま
し

た
。
念
願
の
病
棟
配
置
実
現
の
た
め
、
全
国
規
模
で

調
査
を
実
施
し
て
昨
年
の
業
務
量
調
査
と
合
わ
せ
て

要
望
資
料
を
作
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
県
独
自
に
は
、

専
門
管
理
栄
養
士
増
加
と
が
ん
教
育
の
充
実
の
た

め
、
県
内
の
が
ん
病
態
栄
養
専
門
管
理
栄
養
士
の

キ
ッ
ク
オ
フ
会
議
を
お
こ
な
い
顔
合
わ
せ
と
状
況
把

握
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

　
令
和
4
年
の
診
療
報
酬
改
定
で
は
、
集
中
治
療
室

の
栄
養
管
理
加
算
の
拡
充
や
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
棟
で
の
専
従
の
拡
大
、
栄
養
管
理
サ
ポ
ー

ト
加
算
の
施
設
拡
大
な
ど
が
大
き
く
期
待
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。
ま
た
外
来
が
ん
化
学
療
法
室
で
の
が
ん

病
態
栄
養
専
門
管
理
栄
養
士
に
対
す
る
評
価
や
念
願

の
病
棟
配
置
に
つ
い
て
現
在
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

3
月
の
総
会
で
は
食
事
療
法
学
会
報
告
と
し
て
よ
い

報
告
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

医
療
事
業
部

岩
崎

　鈴
子

　

　
令
和
三
年
度
福
祉
事
業
部
は
、
昨
年
度
同
様
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、ｗ
ｅ
ｂ
に
よ
る
ラ
イ
ブ

研
修
と
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信
や
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
に

て
、
福
祉
事
業
部
研
修
会
と
栄
養
ケ
ア
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
福
祉
事
業
部
研
修
会
、
一
部
で
は
、
静
岡
県
立
大

学
の
新
井
英
一
先
生
に
「
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
時
間

栄
養
学
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、『
何
を
ど
れ
だ
け
』

食
べ
る
か
と
い
う
栄
養
学
に
『
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
』

食
べ
る
か
の
視
点
を
加
え
た
「
時
間
栄
養
学
」
に
つ

い
て
多
く
の
デ
ー
タ
や
研
究
結
果
や
論
文
、
症
例
を

基
に
ご
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。
二
部
で
は
、
意
見

交
換
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。少
人
数
で
し
た
が
、

日
頃
の
業
務
内
容
で
各
々
が
困
っ
て
い
る
事
な
ど
を

解
決
に
向
け
て
助
言
な
ど
も
し
合
え
、
有
意
義
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

　
栄
養
ケ
ア
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座
で
は
、
愛
知
学

院
大
学
の
牧
野
日
和
先
生
に
「
明
日
か
ら
使
え
る
嚥

下
調
整
食
」
〜
嚥
下
調
整
食
分
類
2
0
2
1
を
マ
ス

タ
ー
す
る
〜
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
食
機
能
と
食
形
態

を
合
わ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
人
の
食
べ
る
機
能
、

食
形
態
を
理
解
す
る
た
め
の
解
剖
生
理
、
食
形
態
の

基
礎
知
識
と
応
用
、
対
象
者
の
食
べ
る
機
能
と
食
形

態
と
の
対
応
、
に
つ
い
て
易
し
く
詳
し
く
ご
講
義
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
、
事
業
部
を
超
え
多
数
の
ご
参
加
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
年
度
も
会
員
の
皆
さ
ま

の
ご
参
加
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

福
祉
事
業
部

入
会
の
ご
案
内

し
が
栄
養
ケ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ご
案
内

食育の日イベント食育の日イベント食育の日イベント食育の日イベント食育の日イベント食育の日イベント食育の日イベント食育の日イベント食育の日イベント食育の日イベント食育の日イベント食育の日イベント
　
令
和
三
年
度
は
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

の
為
パ
ネ
ル
展
示
を
実
施

し
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
レ

シ
ピ
な
ど
を
お
持
ち
帰
り

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は
、「
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
て
免
疫
力
ア
ッ
プ
！
」
と
し
、
今
年
度

は
災
害
時
の
食
事
や
備
蓄
食
、Ｊ
Ｄ
Ａ－

Ｄ
Ａ
Ｔ
に
つ
い
て
も
展
示
し
ま
し
た
。

　
開
催
は
、滋
賀
県
内
の
三
地
区
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
一
週
間
実
施
し
ま
し
た
。

・
第
一
回
　
湖
北
地
区
（
六
月
　
コ
ー
プ
な
が
は
ま
店
）

・
第
二
回
　
湖
東
地
区
（
八
月
　
ア
ル
プ
ラ
ザ
八
日
市
）

・
第
三
回
　
湖
西
地
区
（
十
月
　
コ
ー
プ
か
た
た
店
）

　
八
月
の
ア
ル
プ
ラ
ザ
八
日
市
で
は
、
栄
養
ワ
ン
ダ
ー
ブ
ッ
ク
の
配
布
や
ポ
ス

タ
ー
の
掲
示
を
し
、「
栄
養
の
日
・
栄
養
週
間
」
の
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

　
お
陰
様
で
、
ど
の
地
区
に
お
き
ま
し
て
も
多
く
の
皆
様
に
展
示
を
ご
覧
に

な
っ
て
い
た
だ
き
、
滋
賀
県
民
の
皆
様
へ
の
情
報
提
供
や
食
生
活
改
善
へ
の

き
っ
か
け
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
し
が
様
、
平
和
堂
様
、
各
地
区
の
会
員
の
皆
様
に
は

ご
協
力
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
唯
一
の
職
能
団
体
【
栄
養
士
会
】

に
入
会
し
て
、
新
し
い
情
報
を
得
、

よ
き
指
導
者
や
仲
間
と
一
緒
に
活

動
し
ま
し
ょ
う
！

●
入
会
の
メ
リ
ッ
ト

＊
無
料
の
各
種
研
修
会
に
参
加
し
、

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
で
き
る

＊《
日
本
栄
養
士
会
雑
誌
》
や
《
滋

賀
県
栄
養
士
会
の
広
報
誌
》
で

情
報
収
集
で
き
る

＊
同
じ
職
域
や
地
域
の
仲
間
と
の

交
流
が
で
き
る

＊
万
が
一
の
事
故
に
備
え
て
最
大

一
億
円
の
栄
養
士
賠
償
責
任
保

編 集 後 記　　　　　　　　　「栄養しが」の発行に伴いご協力賜りました皆様
に御礼申し上げます。新型コロナウイルスの感染拡大・変異は依然
として続いており、予断を許さない状況下にあります。その中でも
熟慮と工夫をしながら皆様へ情報発信ができるよう今後も努めて参
りたいと思います。来年度もよろしくお願いいたします。

1.令和４年度通常総会について
　令和4年度通常総会は、下記のとおり開催する予定です。
　【開催日】　令和4年5月21日（土）　【場　所】　未定
　＊コロナ禍の中での総会ですので人数に限りがあります。
2.会費納入について
　日本栄養士会ホームページより納入の方法が変更できます。
　クレジット決済は、振込手数料がかかりません。変更された
時は、メール等で事務局までお知らせください。

険
に
加
入
で
き
る

＊
し
が
栄
養
ケ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
人
材
バ
ン
ク
に
登
録
し
、

就
職
や
転
職
に
活
か
す
　
な
ど

●
年
会
費
：
一
四
、〇
〇
〇
円

　（
入
会
時
の
み
別
途
入
会
費
：

一
、〇
〇
〇
円
）

●
入
会
の
手
続
き
方
法

①
栄
養
士
会
事
務
局
に
直
接
申
し

込
む

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
会
申
込

書
を
印
刷
し
て
申
し
込
む

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
入
会
フ
ォ
ー

ム
か
ら
申
し
込
む

　
皆
様
の
ご
入
会
心
よ
り
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
公
益
社
団
法
人
滋
賀
県
栄
養
士

会
が
開
設
し
て
い
る
「
し
が
栄
養

ケ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
会

員
で
あ
る
管
理
栄
養
士
・
栄
養
士

が
専
門
的
な
立
場
で
「
食
」
を
通

し
て
県
民
の
皆
様
の
健
康
づ
く
り

を
応
援
し
て
い
る
機
関
で
す
。

●
特
定
保
健
指
導

●
訪
問
栄
養
指
導

●
栄
養
・
食
事
相
談
（
医
療
機
関
・

事
業
所
・
一
般
市
民
・
各
種
イ

ベ
ン
ト
な
ど
）

●
講
演
・
講
習
会
（
食
育
講
座
・

料
理
教
室
・
生
活
習
慣
病
予
防

講
座
・
介
護
予
防
教
室
な
ど
）

●
栄
養
価
計
算
・
献
立
作
成

●
新
聞
・
雑
誌
へ
の
記
事
掲
載
　

な
ど
幅
広
く
対
応
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
滋
賀
県
栄
養
士

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
込
み
は

滋
賀
県
栄
養
士
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
７－

５
８
１－

１
３
６
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７－

５
５
８－

６
６
１
７

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

コープしが様のInstagram
にも掲載していただきました。

事務局だより
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りりりんご風味んご風味んご風味 サササワー風味ワー風味ワー風味

経口栄養 新世代
当社製品最高濃度

kcal/mL
登場。

400kcalを摂取する場合に必要な摂取量の比較

4.0
kcal/mL

400kcalを摂取する場合に必要な摂取量の比較

4.0
kcal/mL
4.0
kcal/mL

1.6
kcal/mL
の製品

2.0
kcal/mL
の製品

100mL
200mL250mL

半分以下の量で
同等のカロリー量

（　）：分析値

■標準組成（1パックあたり）
容量
エネルギー
たんぱく質 
脂質

（mL）
（kcal）
（g）
（g）

100
400
14.0
21.6

亜鉛
銅
水分

（mg）
（mg）
（g）

3.3
0.33
43

炭水化物 
　糖質
　食物繊維
ナトリウム

（g）
（g）
（g）
（mg）

37.4
36.9
（0.5）
150

栄養機能食品（銅、亜鉛）　食生活は、主食、主菜、副菜を基本に食事のバランスを。

もっと少量で、もっと高カロリーへ。
●1本わずか100mLで400kcal
●３大栄養素をしっかり配合
●使いやすいチア－パック®容器入り
●なめらかなとろみ食感
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